
日時：平成29年1月26日（木） 午後2時00分～ 

会場：太田市役所 南庁舎 ３階 大研修室 

 本市は、平成１９年９月に景観法に基づく景観行政団体となり、太田市景観計画や太田市 

景観条例、太田市屋外広告物条例を定め、市の良好な景観づくりを進めています。そこで、 

良好な景観の保全形成に対する市民意識の向上を図るため、市の景観づくりに貢献した市 

民、事業者及び団体等を、「太田市景観賞」として表彰していますが、第６回目の本年度は、 

全部で１７件の応募をいただきました。応募された皆様に敬意を表し、感謝申し上げます。 

 美しい街並みをつくることは、まちづくりの目標でもあります。建物と周囲の自然が織りなす 

景観、地域活動による美しい街並みの維持は大切な資産であり、地域コミュニティの一体化、 

活性化に寄与するものです。表彰される3件はどれもその配慮が感じられ、それぞれの地域 

の景観形成に貢献してくれるものと期待しています。太田市景観賞の実施にあたりご協力くださいました多くの皆様
に感謝申し上げ、御礼のあいさつといたします。 

                                                      

【審査】 太田市景観審議会表彰等評価部会
 

 

 

岡田 孝夫 

「生垣を中心とした自然景観 
花と緑のまちづくり」 

積水ハウス株式会社両毛支店 

「ＭＯＮＯＬＩＴＨ」 
長運寺 住職 若林 泰憲 

「鐘楼堂とひまわり畑」 

 

 

【講評】 太田市景観審議会表彰等評価部会 部会長 渡邉 美樹 
 

  ６回目を迎えた太田市景観賞には合計１７件の応募、推薦をいただきました。いずれも、地域の良好な景観形成
に貢献する取り組み、建築でありましたが、色彩や配置の工夫、周囲の景観との調和、そして良好な景観をつくろう
という意欲が示され、今後も維持されること、あるいは地域に景観形成や保全活動を促し広く発信していることなど
を評価の基準として、現地を訪れ審査したところ、どの案件も、設計の工夫や活動されている方々の地道なご苦労
と熱意が伝わってくるものでしたが、審議会委員８名による審議の結果、3件の表彰を決定いたしました。 

 「生垣を中心とした自然景観 花と緑のまちづくり」は、生垣や庭園を手入れする中で、オープンガーデンとして地
域交流を図るだけでなく、歩道の植栽もきれいに手入れしながら、その景観を大切にされていることが高く評価され
ました。 

  「ＭＯＮＯＬＩＴＨ（モノリス）」は、３階建ての賃貸住宅ですが、すっきりした外観だけでなく、駐車場を建物の奥に配
置し、既存の植栽を生かし空間に余裕をもたせ、圧迫感を無くすためのレイアウトも工夫されていました。 

 「鐘楼堂とひまわり畑」は、お寺の建物や植栽など周囲の景色との一体感や、鐘楼堂と菜の花やひまわりとのコン
トラストが評価されました。 

 これからも太田市の良好な景観を創造し保全する取り組みとして、手引きとなる役割を担われる事を心より願って
おります。また、今後とも、景観との調和を図る建築や古い建物の外観の維持、景色や景観保全の活動など、数多
くの取り組みがおこなわれることを期待しております。 

太田市長 

まち・歴史・文化の調和した愛着と誇りのもてる景観を目指して 



 
 
 
 

 
 
・14:00～ 表彰式 
            挨拶：主催者挨拶    太田市長 清水 聖義 
                         来賓挨拶          太田市議会議長 木村 康夫 
 

              表彰:                大賞  生垣を中心とした自然景観 花と緑のまちづくり 
                （岡田 孝夫） 
                              賞  ＭＯＮＯＬＩＴＨ 
              （積水ハウス株式会社両毛支店・山口 治代 
                              賞 鐘楼堂とひまわり畑 
              （長運寺 住職 若林 泰憲） 
 

     講評：太田市景観審議会表彰等評価部会 部会長 渡邉 美樹 
 
・14：30～ 講演会 
              演題：「養蚕建築が生みだす景観 
                      ～境島村の蚕種製造民家建築群を中心として～」 
 

            講師：大野 敏 （横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院 教授） 
 

 

第６回太田市景観賞 表彰式・景観講演会 
 
・14:00～ 表彰式 
 挨拶：主催者挨拶 太田市長 清水聖義 
              来賓挨拶       太田市議会議長 木村康夫 
     表彰：  大賞 生垣を中心とした自然景観花と緑のまちづくり 
               （岡田孝夫） 
           賞   ＭＯＮＯＬＩＴＨ 
               （積水ハウス㈱両毛支店 岡田太郎） 
           賞   鐘撞堂とひまわり畑 
                （長運寺 住職 若林泰憲） 
     講評：太田市景観審議会表彰等評価部会 部会長 渡邉美樹 
 
・14：30～ 講演会 
  演題：「養蚕建築が生みだす景観 
            ～境島村の蚕種製造民家建築群を中心として～」 
  講師：大野敏 氏  
横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院 都市イノベーション部門教授  
 

主催：太田市 

共催：群馬県都市計画協会 

後援：関東地方都市美協議会 

講師プロフィール 

【略歴】 
博士（工学） 
1962年 太田市（旧尾島町）生まれ。1984年 横浜国立大学工学部建築学科卒業。 

財団法人文化財建造物保存技術協会、川崎市立日本民家園で文化財建造物の 

保存修復に従事し、1998年から横浜国立大学勤務、2014年より現職。 

専門は日本建築史および文化財建造物保存修復。 

  

【主な活動】 
現在、国文化審議会文化財分科会第4専門調査会委員 

群馬県文化財保護審議会（建造物部会所属） 
横浜市歴史景観保全委員会、日本建築学会歴史意匠委員会民家小委員会主査 

日本建築学会関東支部歴史意匠専門研究委員会など 

  

【研究内容】 
遺構を中心とした日本建築史研究。特に厨子の建築様式を主眼とした仏堂・社殿内部空間の研究。近世民家を中
心とした住宅史研究。文化財建造物の保存に関する理論およびその実践のための伝統的建築技法の保存継承に
関する研究。  

  

【主な著作】 
『民家村の旅』INAX ALBUM 1993 

『川崎市立日本民家園ガイドブック』編集と分担執筆（1993初版 川崎市立日本民家園） 
『建築「見どころ」博物館ガイドブック』分担執筆（2006 彰国社） 
『日本建築史圖集 新訂第二版』分担執筆（2007 彰国社） 
『横須賀市史 文化遺産編』分担執筆（2010 横須賀市） 
『新装日本建築様式史』分担執筆（2010 美術出版社） 
『国宝の美39 建築10』「中世の禅宗建築」（2011 朝日新聞出版） 
『東日本大震災合同調査報告 建築編4木造建造物／歴史的建造物の被害』分担執筆（2015 東日本大震災合同
調査報告書編集委員会） 
『まるごと氷川丸展』共著（2016 日本郵船歴史博物館） 


